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新春のご挨拶、社協改革推進検討会議 

ファミリー・サポート・センターの活動 
地域福祉権利擁護事業って？ 

守山市社協法人化40周年記念 
平成18年度守山市社会福祉大会開催 

ボランティアセンターだより 

職員募集、善意銀行だより 

ふれあい福祉相談、チャレンジクイズ 
第25回滋賀県社会福祉学会ほか 

ボランティアセンター登録ボランティアにより作成。 
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新
春
の
ご
挨
拶 
新
春
の
ご
挨
拶 

社会福祉法人 
守山市社会福祉協議会 
会長　山本　富夫 

　
市
民
の
皆
様
に
は
平
成
十
九
年
の
新
春
を
つ
つ

が
な
く
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

平
素
は
、
本
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援

、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
本
会
に
と
り
ま
し
て
社
会
福
祉

法
人
発
足
四
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
そ
の
輝
か
し
い
歩
み
の

上
に
、
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
開
く
大
切
な
年
で
あ

り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
昨
年
秋
か
ら
、
今
後
の
本
会
の
あ
り
方

を
多
角
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
改
革
推

進
の
た
め
の
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
二
十
二
名

の
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
①
組
織
運
営
の
あ
り
方
、

②
地
域
福
祉
推
進
の
為
の
財
源
づ
く
り
、
③
相
談
・

生
活
支
援
や
小
地
域
福
祉
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
等
地
域
福
祉
活
動
の
あ
り
方
、
④
介
護

保
険
事
業
の
健
全
経
営
、
⑤
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
推
進
、
⑥
今
後
の
本
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
、
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
に
つ
い
て
精
力
的
に

検
討
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
年
三
月
に
は
提
言
い

た
だ
け
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
今
後
の
本
会
運
営
、
事
業
を
見

直
し
、
著
し
い
社
会
状
況
の
変
化
や
市
民
の
皆
さ

ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
本
会
は
平
素
か
ら
地
域
福
祉
の
推
進

を
標
榜
し
、
各
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
障
害
を
お

持
ち
の
方
々
、
生
活
に
お
困
り
の
方
々
等
に
対
す

る
福
祉
活
動
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
事
業
と
し
て

の
居
宅
介
護
支
援
、
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
訪

問
看
護
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
若
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安

全
の
た
め
の
子
育
て
支
援
事
業
、
仕
事
と
育
児
を

両
立
さ
せ
、
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
る
た
め
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
」
、
万
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め

の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
養
成
事
業
、
定
年
退
職
後
に
地
域
で
活
躍
し
て

い
た
だ
こ
う
と
「
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
の

開
設
、
心
配
ご
と
が
気
軽
に
毎
日
相
談
で
き
る
常

設
相
談
、
月
一
回
の
法
律
・
介
護
相
談
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
本
会
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
全
員
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
互
い
に

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
助
け
合
い
、
支
え
あ
っ

て
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
と
い
う
福
祉
の

心
と
実
践
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
尚
一
層
の
温
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

守山市ファミリー・サポート・センターの活動 守山市ファミリー・サポート・センターの活動 守山市ファミリー・サポート・センターの活動 
学区別依頼件数（件） 

平成17年7月（センター活動開始）より 

守山市ファミリー・サポート・センターとは… 
　育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となって
助け合う会員組織です。 

守山市ファミリー・サポート・センター 
（守山市社会福祉協議会内） 
電話０７７－５８２－２２２０ 

会員募集中 

守山 

559

吉身 

54

小津 

87

玉津 

0

河西 

108

速野 

48

中洲 

0

市内在勤 
市外在住 
10

合計 

866活動件数 

　福祉サービスの利用への相談やそれに伴う日常の金銭管理等を通して、地域で安
心して暮らせるように、守山市社会福祉協議会がお手伝いするサービスです。 

誰でも利用できるの？ 

・守山市にお住まいで、福祉サービスの利用手続きができなかったり、日常の金銭の出し入れに困っていた
り、財産管理に不安を持っておられる方で、当会が必要と認めた方。 

どんなサービスがあるの？ 

地域福祉権利擁護事業って？ 地域福祉権利擁護事業って？ 地域福祉権利擁護事業って？ 地域福祉権利擁護事業って？ 地域福祉権利擁護事業って？ 

サービスを利用するには？ 

・まず当会へご相談下さい。お困りのこと等をお聞きしながら、その人にあった支援計画を立てお手伝いし
ます。 

①福祉サービスの利用援助 
　自分にあった福祉サービ
スを安心して利用いただけ
るようにお手伝いをします。 

②日常的金銭管理サービス 
　毎日の暮らしに必要なお
金の出し入れや支払いのお
手伝いをします。 

③書類等預かりサービス 
　通帳や印鑑、証書などを
お預かりします。 

平成19年1月5日現在 

「守山市社会福祉協議会改革推進のための検討会議」 「守山市社会福祉協議会改革推進のための検討会議」 「守山市社会福祉協議会改革推進のための検討会議」 「守山市社会福祉協議会改革推進のための検討会議」 
　市社協では、昨年８月、「市社協改革推進のための検討会議」を設置。テーマごとに３部会に分かれ、
今日までの社協のあり方の課題等を整理し、解決方策等について検討を重ねてきました。 
　検討会議の委員には、学識経験者、公募委員、市社協理事、滋賀県社協職員、守山市職員等22名が
おられ、昨年12月には、これまでの検討事項を「中間提言素案」としてまとめられました。これらに
修正を加え、今年３月には北村孝委員長から、山本富夫市社協会長へ提言される予定となっています。 

☆
三
部
会
か
ら
の
提
言
素
案

︵
主
な
も
の
︶

１
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
経
営
と
中
長

期
的
な
計
画
の
策
定 

２
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
、
運

営
管
理
体
制
の
強
化 

３
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
の
開
発

と
、
法
人
全
体
で
実
施
体
制
の
構
築
の

検
討 

☆
二
部
会
か
ら
の
提
言
素
案

︵
主
な
も
の
︶

１
小
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て 

・
市
社
協
、
学
区
社
協
と
自
治
会
活
動
の

役
割
分
担
の
明
確
化 

・
福
祉
協
力
員
、
地
域
福
祉
推
進
員
の
役

割
の
再
確
認 

２
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
再

検
討 

・
公
民
館
等
と
の
連
携
強
化
と
役
割
分
担 

３
相
談
・
生
活
支
援
活
動
に
つ
い
て 

・
社
協
相
談
事
業
か
ら
、
専
門
機
関
や
小

地
域
活
動
と
連
動
し
た
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
の
検
討 

☆
一
部
会
か
ら
の
提
言
素
案

︵
主
な
も
の
︶

１
法
人
運
営
機
能
の
強
化
　 

２
事
務
局
機
能
の
強
化
と
人
材
の
確
保
・

育
成 

３
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組
の
検

討 
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今日までの社協のあり方の課題等を整理し、解決方策等について検討を重ねてきました。 
　検討会議の委員には、学識経験者、公募委員、市社協理事、滋賀県社協職員、守山市職員等22名が
おられ、昨年12月には、これまでの検討事項を「中間提言素案」としてまとめられました。これらに
修正を加え、今年３月には北村孝委員長から、山本富夫市社協会長へ提言される予定となっています。 

☆
三
部
会
か
ら
の
提
言
素
案

︵
主
な
も
の
︶

１
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
経
営
と
中
長

期
的
な
計
画
の
策
定 

２
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
、
運

営
管
理
体
制
の
強
化 

３
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
の
開
発

と
、
法
人
全
体
で
実
施
体
制
の
構
築
の

検
討 

☆
二
部
会
か
ら
の
提
言
素
案

︵
主
な
も
の
︶
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域
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祉
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役
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確
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協
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地
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福
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ボ
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携
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検
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︵
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︶
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・
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検
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社
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進
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福
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児
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今
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、
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鉄
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○
守
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
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福
祉
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の
福
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活
動

等
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に
協
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育
江
、 

（
社
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の
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守
山
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銀
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雄
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浦
野
　
勝
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雄
、
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正
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、
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木
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規
、
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阪
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株
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（
株
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開
発 
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組
仏
婦
連
盟
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法
寺
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ダ
イ
ハ
ツ
デ
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ー
ゼ
ル
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ル
ー
プ 

な
で
し
こ
民
踊 

速
野
学
区
民
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会 

浮
気
老
人
ク
ラ
ブ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ッ
キ
ー 

本
像
寺
寒
修
行
団 

守
山
市
管
工
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協
同
組
合 
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商
工
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女
性
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（
株
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リ
ヤ
マ
ス
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ー
ツ 

読
売
セ
ン
タ
ー
守
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共
同
募
金
に
多
額
の
寄
付
　

　
　
　 

守
山
市
職
員
互
助
会 

 

展
示
コ
ー
ナ
ー 

　
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
グ
ル
ー
プ
、

福
祉
団
体
な
ど
多
く
の
参
加
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

（
展
示
室
、ロ
ビ
ー
） 

　
昨
年
十
一
月
二
十
三
日（
木
）、守
山
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
守
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
法
人
化
40
周
年
記
念
　
平
成
18
年
度
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
」（
主

催
：
守
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
守
山
市
　
主
管
：
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
実

行
委
員
会
　
実
行
委
員
長
：
中
條
忠
文
氏
）を
開
催
し
、四
〇
〇
名
余
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

守
山
市
社
協
法
人
化
40
周
年
記
念 

平
成
18
年
度
　
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
　
開
催 
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山
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法
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40
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開
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社
会
福
祉
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地
域
福
祉
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推
進
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尽
力
い
た
だ
い
た
方
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多
額

の
寄
付
を
頂
い
た
方
々
に
表
彰
状
な

ら
び
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

会
場
の
様
子 

表
彰
式
の
様
子 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
矢
車

草
の
会
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よ
る
車
椅
子
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坂
井
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さ
ん
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ー
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＆
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第
一
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笛
と
と
も
に
〜
心
の    　

　        

ぬ
く
も
り
を
伝
え
た
い
〜
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第
二
部
「
ト
リ
オ
Ｅ
で
す
。
」＋「
増
田

　
　
　  

こ
ま
江
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ン
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ー
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市老人クラブが結成した「シルバーコーラス」と、少年少女で
構成された「合唱団ほたる」によるオープニング発表 

　
坂
井
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で
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サ
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ア
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ョ
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福
祉
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功
労
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表
彰
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表
彰
を
受
け
ら
れ
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順
不
同
・
敬
称
略)

ロビーに現れた高さ4mのバルーン製のキリン 
（個人ボランティア作成） 

　
増
田
こ
ま
江
さ
ん
の
歌
声
に
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加
者
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も 
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（
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示
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）、守
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ー
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に
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い
て
、「
守
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市
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会
福
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協
議
会
法
人
化
40
周
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平
成
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年
度
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会
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催
：
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福
祉
協
議
会
・
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山
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管
：
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福
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実
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委
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員
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：
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文
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催
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〇
〇
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り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
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周
年
記
念 

平
成
18
年
度
　
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
　
開
催 

守
山
市
社
協
法
人
化
40
周
年
記
念 

平
成
18
年
度
　
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
　
開
催 

守
山
市
社
協
法
人
化
40
周
年
記
念 

平
成
18
年
度
　
守
山
市
社
会
福
祉
大
会
　
開
催 

　
社
会
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
の

推
進
に
尽
力
い
た
だ
い
た
方
や
多
額

の
寄
付
を
頂
い
た
方
々
に
表
彰
状
な

ら
び
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

会
場
の
様
子 

表
彰
式
の
様
子 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
矢
車

草
の
会
」に
よ
る
車
椅
子
ダ
ン
ス 

　
坂
井
孝
之
さ
ん
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト 

第
一
部「
笛
と
と
も
に
〜
心
の    　

　        

ぬ
く
も
り
を
伝
え
た
い
〜
」 

第
二
部
「
ト
リ
オ
Ｅ
で
す
。
」＋「
増
田

　
　
　  

こ
ま
江
」コ
ン
サ
ー
ト 

市老人クラブが結成した「シルバーコーラス」と、少年少女で
構成された「合唱団ほたる」によるオープニング発表 

　
坂
井
さ
ん
が
所
属
す
る
音
楽
グ

ル
ー
プ「
ト
リ
オ
Ｅ
で
す
」
に
よ
る

笛
と
ギ
タ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
等
表
彰
式 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

記
念
講
演 

（
小
ホ
ー
ル
） 

（
小
ホ
ー
ル
） 

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
等
表
彰
式 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々(

順
不
同
・
敬
称
略)

ロビーに現れた高さ4mのバルーン製のキリン 
（個人ボランティア作成） 

　
増
田
こ
ま
江
さ
ん
の
歌
声
に
参

加
者
が
涙
を
流
す
場
面
も 
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参加者
募集

1．目　　的　　定年退職を迎え、あるいは迎えるにあたり、今まで関わりの薄かった‘地域社会’が今後の
暮らしの中心となり、そこでいかに生き生きと暮らしていけるかが大きな問題となってきます。
本セミナーでは、今まで職場等で培ってこられた経験や知識・技術等をもとに、自分たちで出
来ることを考えたり、仲間づくりのきっかけを目的に開催します。 

2．実施主体　　社会福祉法人　守山市社会福祉協議会 

3．参加対象者及び定員　　守山市内在住・在勤の概ね60歳以上の男性　50名 

4．実施日時・内容・参加費 

5．申し込み　　電話・有線・ＦＡＸ・メールのいずれかで下記まで申し込んで下さい。2月1日（木）より受付
を開始し、定員になり次第締切ます。 

　　　　　　　守山市社会福祉協議会　電話・有線：583－2923　　ＦＡＸ：582－1615　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｅ－ｍａｉl：fukushi@moriyama-shakyo.or.jp

男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー
ボランティアセンターだより 

２月２４日（土） 
９時４５分～ 
１２時００分 

２月２８日（水） 
９時００分～ 
１６時００分 

３月 ４日（日） 
１０時００分～ 
１２時００分 

３月 ７日（水） 
１０時００分～ 
１２時００分 

３月１０日（土） 
１０時００分～ 
１４時３０分 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5

すこやかセンター 
３階　講習室 
 
 

守山市内循環 

 
 

すこやかセンター 
３階　講習室 

 

コミュニティー 
防災センター 
（北消防署） 

すこやかセンター 
３階　講習室 

①男性ボランティアＧＡＧの話を聞こう！　男性ボランティアＧＡＧ 
②身体をほぐしましょう！ 
　健康運動指導士　伊藤まさ美さん 
閉講式 

無　料 

 

６００円 

 

無　料 

 

無　料 

 

６００円 

　すこやかセンター2階ロビーに約
200冊ほどの拡大（図書本）があります。

この本は拡大図書グループさんが作成して
くださっています。少し紹介すると…新造書は「ひとりがいちばん！」
橋田寿賀子著　「冬のソナタ」ＮＨＫ出版などあらゆるジャンル
のものがあります。貸出もできますのでぜひ、ご活用ください。ま
た、こんな拡大本を作ってほしいというリクエストにも応えてくだ
さいますので、一度見に来てください。 

開講式 
①こころとからだの健康 
　講師　守山市健康福祉部技監　坪倉繁美さん　（前厚生労働省看護研修研究センター） 
②守山の観光　守山市観光ボランティア 

地域をもっと知ろう！ 

市内の公共施設、福祉施設等をバスで巡る 

①守山市政を知る！「第４次総合計画」　守山市みらい政策課 

②気楽に海外旅行　名鉄観光サービス株式会社 

①守山市の防災について　北消防署職員 

②いま大人として考え直したいこと　守山野洲少年センター 

内　　　　　　容 参加費 場　　　所 日　　　時 回 

拡大図書コーナー 
ってご存知ですか？ 

【金員の部】 
・渡辺忠雄 
・守山市老人クラブ女性部 
・T・N 
・三上幸栄 
・速野学区民のつどい実行委員会 
・匿名 
・ペイ・フォワード 
・本郷みちる 
・湖都の会 
・匿名 
・岡田賢治 
・湖南蛍友会　辰巳杯　ゴルフクラブ代表　宮地賢憲 
・西口せつ 
・勝田建設従業員一同 
・アールシステム（株）  
・（株）モリヤマスポーツ 
・高橋正隆 
・小浜町サロン 
・（社）滋賀県宅地建物取引業協会近江南支部 
・ハートイン守山店 
・匿名 

【物品の部】 
・谷口実・高田剛 
・大阪ガス（株）滋賀事業所 
・読売センター守山 
・戸田秋子 
・匿名 
・ダイヤモンドグループ 
・あかね会 
・匿名 
【払い出し】 
・市内生活困窮世帯６世帯へ 
・市内福祉施設へ 
・市内福祉施設へ 
・金森老人会女子部へ 
・ゆいの里へサロン用として 
・市文化財保護課、人権教育課、生涯学習課、人権政策課、 
 子ども課、石田デイサービスセンターへ 
・滋賀県難病連絡協議会 
・市内障害者施設へ 
・健康推進員連絡協議会へ 
・守山学園へ 
・おりがみグループへ 

 
３,０００円 
１０.０００円 
５０,０００円 
１０,０００円 
１５,０００円 
７６０円 

３０,０００円 
３０,０００円 
５,０００円 
１０,０００円 
１００,０００円 
１００,０００円 
５０,０００円 
２,７４０円 

１００,０００円 
１００,０００円 
５０,０００円 
３,４００円 
４５,０００円 
５,４４４円 
２,０００円 

 
紫黒米（古代米）１.５kg 

大判折り紙２００セット、画用紙２００セット 
ｸﾘｽﾏｽﾁｮｺﾚｰﾄ　２００個 
米３０kg、もち米３０kg 

米３０kg 
タオル２８０枚、石鹸２００個 

タオル、石鹸　ダンボール２箱分 
大根７０本、人参１０本 

 
３４kg 

大根１４０kg 
大根７０本、タオル・石鹸 
大判折り紙５０セット 
米３０kg、もち米３０kg 

 
現金各１万円 

平和堂金券２万円分 
ｸﾘｽﾏｽﾁｮｺﾚｰﾄ２００個 

現金５千円 
現金５万円 

大判折り紙１０セット 
（順不同敬称略） 

善
意
銀
行
だ
よ
り
 
平
成
18
年
11
月
１
日
 

 
 
 
〜
12
月
31
日
 

1．募集職種および採用予定人員 
 
 
 
2．受験資格 
　35歳位までで、社会福祉に関心があり、普通自動車免許を有する者 
3．第一次試験 
　（1）日時　平成19年2月25日（日）　午後9時試験開始 
　（2）場所　守山市福祉保健センター（すこやかセンター） 
　（3）方法　ア．一般教養試験　 一般的知識および教養について大学卒業程度で、択一方式による筆記試験を行います。 
　　　　　  イ．適性検査　職員として必要な適性について検査を行います。 
　（4）結果発表 
        平成19年3月5日に守山市福祉保健センター前の掲示板に受験番号で発表し、受験者に通知します。 
4．第二次試験 
　（1）日時および場所　一次試験の合格者に通知します。 
　（2）方法　論文試験・口述試験をおこないます。 
5．最終合格発表 
　平成19年3月下旬に守山市福祉保健センター前の掲示板に受験番号で発表し、受験者に通知します。 
6．採用予定日 
　採用開始時期は、平成19年4月1日の予定です。 
7．受験手続および受付期間 
　（1） 申し込み 
　申込書は、守山市社会福祉協議会事務局ならびに公共職業安定所等で交付します。 
　必要事項を記入し、守山市社会福祉協議会事務局へ提出してください。 
　（2） 受付期間 
　平成19年2月1日（木）から平成19年2月15日（木）までの執務時間中（平日の午前8時30分から午後5時15分）に受
け付けます。 
8．問い合わせ先 
　守山市社会福祉協議会事務局　〒524ー0013　守山市下之郷町592ー1（福祉保健センター2階） 
　　　　　　　　　　　　　　　電話　077－583－2923

募集職種  
事務局職員 
事務職員（嘱託） 

採用予定人数 
１名 
１名 

社会福祉法人　守山市社会福祉協議会職員募集 社会福祉法人　守山市社会福祉協議会職員募集 

※ただし、事務職員（嘱託）は、第二次試験
のみおこないます。 

mailto:fukushi@moriyama-shakyo.or.jp
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参加者
募集

1．目　　的　　定年退職を迎え、あるいは迎えるにあたり、今まで関わりの薄かった‘地域社会’が今後の
暮らしの中心となり、そこでいかに生き生きと暮らしていけるかが大きな問題となってきます。
本セミナーでは、今まで職場等で培ってこられた経験や知識・技術等をもとに、自分たちで出
来ることを考えたり、仲間づくりのきっかけを目的に開催します。 

2．実施主体　　社会福祉法人　守山市社会福祉協議会 

3．参加対象者及び定員　　守山市内在住・在勤の概ね60歳以上の男性　50名 

4．実施日時・内容・参加費 

5．申し込み　　電話・有線・ＦＡＸ・メールのいずれかで下記まで申し込んで下さい。2月1日（木）より受付
を開始し、定員になり次第締切ます。 

　　　　　　　守山市社会福祉協議会　電話・有線：583－2923　　ＦＡＸ：582－1615　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｅ－ｍａｉl：fukushi@moriyama-shakyo.or.jp

男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー男性のための生き生き暮らしアップセミナー
ボランティアセンターだより 

２月２４日（土） 
９時４５分～ 
１２時００分 

２月２８日（水） 
９時００分～ 
１６時００分 

３月 ４日（日） 
１０時００分～ 
１２時００分 

３月 ７日（水） 
１０時００分～ 
１２時００分 

３月１０日（土） 
１０時００分～ 
１４時３０分 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5

すこやかセンター 
３階　講習室 
 
 

守山市内循環 

 
 

すこやかセンター 
３階　講習室 

 

コミュニティー 
防災センター 
（北消防署） 

すこやかセンター 
３階　講習室 

①男性ボランティアＧＡＧの話を聞こう！　男性ボランティアＧＡＧ 
②身体をほぐしましょう！ 
　健康運動指導士　伊藤まさ美さん 
閉講式 

無　料 

 

６００円 

 

無　料 

 

無　料 

 

６００円 

　すこやかセンター2階ロビーに約
200冊ほどの拡大（図書本）があります。

この本は拡大図書グループさんが作成して
くださっています。少し紹介すると…新造書は「ひとりがいちばん！」
橋田寿賀子著　「冬のソナタ」ＮＨＫ出版などあらゆるジャンル
のものがあります。貸出もできますのでぜひ、ご活用ください。ま
た、こんな拡大本を作ってほしいというリクエストにも応えてくだ
さいますので、一度見に来てください。 

開講式 
①こころとからだの健康 
　講師　守山市健康福祉部技監　坪倉繁美さん　（前厚生労働省看護研修研究センター） 
②守山の観光　守山市観光ボランティア 

地域をもっと知ろう！ 

市内の公共施設、福祉施設等をバスで巡る 

①守山市政を知る！「第４次総合計画」　守山市みらい政策課 

②気楽に海外旅行　名鉄観光サービス株式会社 

①守山市の防災について　北消防署職員 

②いま大人として考え直したいこと　守山野洲少年センター 

内　　　　　　容 参加費 場　　　所 日　　　時 回 

拡大図書コーナー 
ってご存知ですか？ 

【金員の部】 
・渡辺忠雄 
・守山市老人クラブ女性部 
・T・N 
・三上幸栄 
・速野学区民のつどい実行委員会 
・匿名 
・ペイ・フォワード 
・本郷みちる 
・湖都の会 
・匿名 
・岡田賢治 
・湖南蛍友会　辰巳杯　ゴルフクラブ代表　宮地賢憲 
・西口せつ 
・勝田建設従業員一同 
・アールシステム（株）  
・（株）モリヤマスポーツ 
・高橋正隆 
・小浜町サロン 
・（社）滋賀県宅地建物取引業協会近江南支部 
・ハートイン守山店 
・匿名 

【物品の部】 
・谷口実・高田剛 
・大阪ガス（株）滋賀事業所 
・読売センター守山 
・戸田秋子 
・匿名 
・ダイヤモンドグループ 
・あかね会 
・匿名 
【払い出し】 
・市内生活困窮世帯６世帯へ 
・市内福祉施設へ 
・市内福祉施設へ 
・金森老人会女子部へ 
・ゆいの里へサロン用として 
・市文化財保護課、人権教育課、生涯学習課、人権政策課、 
 子ども課、石田デイサービスセンターへ 
・滋賀県難病連絡協議会 
・市内障害者施設へ 
・健康推進員連絡協議会へ 
・守山学園へ 
・おりがみグループへ 

 
３,０００円 
１０.０００円 
５０,０００円 
１０,０００円 
１５,０００円 
７６０円 

３０,０００円 
３０,０００円 
５,０００円 
１０,０００円 
１００,０００円 
１００,０００円 
５０,０００円 
２,７４０円 

１００,０００円 
１００,０００円 
５０,０００円 
３,４００円 
４５,０００円 
５,４４４円 
２,０００円 

 
紫黒米（古代米）１.５kg 

大判折り紙２００セット、画用紙２００セット 
ｸﾘｽﾏｽﾁｮｺﾚｰﾄ　２００個 
米３０kg、もち米３０kg 

米３０kg 
タオル２８０枚、石鹸２００個 

タオル、石鹸　ダンボール２箱分 
大根７０本、人参１０本 

 
３４kg 

大根１４０kg 
大根７０本、タオル・石鹸 
大判折り紙５０セット 
米３０kg、もち米３０kg 

 
現金各１万円 

平和堂金券２万円分 
ｸﾘｽﾏｽﾁｮｺﾚｰﾄ２００個 

現金５千円 
現金５万円 

大判折り紙１０セット 
（順不同敬称略） 

善
意
銀
行
だ
よ
り
 
平
成
18
年
11
月
１
日
 

 
 
 
〜
12
月
31
日
 

1．募集職種および採用予定人員 
 
 
 
2．受験資格 
　35歳位までで、社会福祉に関心があり、普通自動車免許を有する者 
3．第一次試験 
　（1）日時　平成19年2月25日（日）　午後9時試験開始 
　（2）場所　守山市福祉保健センター（すこやかセンター） 
　（3）方法　ア．一般教養試験　 一般的知識および教養について大学卒業程度で、択一方式による筆記試験を行います。 
　　　　　  イ．適性検査　職員として必要な適性について検査を行います。 
　（4）結果発表 
        平成19年3月5日に守山市福祉保健センター前の掲示板に受験番号で発表し、受験者に通知します。 
4．第二次試験 
　（1）日時および場所　一次試験の合格者に通知します。 
　（2）方法　論文試験・口述試験をおこないます。 
5．最終合格発表 
　平成19年3月下旬に守山市福祉保健センター前の掲示板に受験番号で発表し、受験者に通知します。 
6．採用予定日 
　採用開始時期は、平成19年4月1日の予定です。 
7．受験手続および受付期間 
　（1） 申し込み 
　申込書は、守山市社会福祉協議会事務局ならびに公共職業安定所等で交付します。 
　必要事項を記入し、守山市社会福祉協議会事務局へ提出してください。 
　（2） 受付期間 
　平成19年2月1日（木）から平成19年2月15日（木）までの執務時間中（平日の午前8時30分から午後5時15分）に受
け付けます。 
8．問い合わせ先 
　守山市社会福祉協議会事務局　〒524ー0013　守山市下之郷町592ー1（福祉保健センター2階） 
　　　　　　　　　　　　　　　電話　077－583－2923

募集職種  
事務局職員 
事務職員（嘱託） 

採用予定人数 
１名 
１名 

社会福祉法人　守山市社会福祉協議会職員募集 社会福祉法人　守山市社会福祉協議会職員募集 

※ただし、事務職員（嘱託）は、第二次試験
のみおこないます。 
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■情報提供　法的トラブルの紛争解決に役立つ
情報の提供、相談窓口を紹介しています。 
★コールセンター（一般相談） 
　10570-078374（オナヤミナシ）  
★コールセンター（犯罪被害者相談） 
　10570-079714（ナクコトナイヨ) 
★業務時間　 
　平日9:00～21:00　土曜日9:00～17:00 
《法的なお困りごとは上記コールセンターへお電
話ください。》 
■民事法律扶助　資力の乏しい方が法的トラブ
ルにあった時に、無料法律相談を行い、必要な場合、
法律の専門家を紹介し、代理援助・書類作成援助
（費用の立替）を行っています。 
★法テラス滋賀事務所に於ける相談 
　毎週月曜日／13:00～16:00 
　事前予約制（法テラス滋賀1050-3383-5455） 

？ 正解者の中から抽選で3名様にプレゼントをします。ハガキに答え、氏名、年齢、電話番号、感想
やご意見をお書きの上、 
〒524－0013　下之郷町592－1 
　　　守山市社協チャレンジクイズ係 

までご応募ください。2月15日〆切。 

～ある・なしクイズ～ 
チャレンジクイズ

 暮らしの中での困りごと、法律の手続き等
について、専門の相談員や弁護士がその相談
に応じます。 
 また、介護に関する様々な悩みや相談につ
いて、介護経験者がその相談に応じます。 

ふれあい福祉相談

相談種類 相　談　日 時　間 場　所 

常設相談 
（電話相談・可） 

毎週月～金 
（祝日除く） 

2月17日（土） 

1月26日（金） 

2月23日（金） 

13：00 
～ 

16：00

9：30 
～ 

12：30

9：30 
～ 

12：00

法律相談 
（予約必要） 

介護相談 
（電話相談・可） 

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

この広報紙は再生紙を使用しています。 

相談専用電話　583ー4510

日　　 時　平成19年2月22日（木） 
　　　　　9時30分～16時20分     
会　　場　滋賀県立長寿社会福祉センター   
参加対象　 
　社会福祉事業従事者、ボランティア、医療・保健
関係者、教育関係者、企業・団体関係者、福祉に
関心のある人、学生  

参 加 費　一般参加・発表参加者 1，500円 
　　　　　大学・短大・専門学校等学生 1，000円 
　　　　　高校生以下　　　　　無　料     
内　　容 
（1）全体プログラム  シンポジウム 
　「この25年の滋賀の社会福祉を振り返る　　
　　　　　　　 ～新しい創造に向けて」  

（2）自由研究発表（分科会） 
　①高齢者福祉②障害児・者福祉③子ども家庭・
福祉と子どもの権利擁護実践④地域福祉・福
祉教育⑤地域福祉・社会福祉一般 

第25回滋賀県社会福祉学会 

 

※11月15日号の答えと当選者 
答　え：「ある」方に濁点をつけると別の言葉になる。 
当選者：今市町　三田小夜子さん 
　　　   古高町　安岡まゆ子さん 
　　　　木浜町　内田　実希さん 

滋賀県社会福祉協議会　地域福祉部     
電話567－3920　ＦＡＸ567－3923 
e-mai l　t i ik i@shigashakyo. jp  

事務局・申込先 

滋賀  [大津商中日生ビル5F] 
〒520-0047 
大津市浜大津1-2-22　1050-3383-5454

京都にあって大阪にない 

米原にあって大津にない 

名古屋にあって愛知にない 

東京にあって横浜にない 

京都にあって大阪にない 

米原にあって大津にない 

名古屋にあって愛知にない 

東京にあって横浜にない 

京都にあって大阪にない 

米原にあって大津にない 

名古屋にあって愛知にない 

東京にあって横浜にない 
※ヒントは一番下に 

ヒント：栗東はどうなるの？ 
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